
 資料解説 

 資料１

生徒による授業評価　６月（１学期）、１１月（２学期） 

 

 ○１学期は６月２０日から期末考査前日の７月１日までの２週間に、２学期は１１月

　２５日から１２月８日までの２週間の授業評価を授業時に教科担当者が実施した。一

 覧は、教員それぞれが２クラスで抽出したものを教科毎の平均指標で示している。

 

〇１学期、２学期とも大きく傾向は変わらない。「２　私は授業に積極的に取り組み主

体的に学ぼうとしている。」「課題等は期限までに提出している」「この授業に満足し

ている」については「そう思うが」特に多く、本校の生徒は積極的に授業に参加し、

 自ら学ぶ意欲が高いことがいえる。

 

○「１　授業内容を全体的によく理解できている」は肯定率は比較的高いが「だいたい

 そう思う」が多く、生徒自身の理解度の定着の考えは少し消極性がうかがえる。

 

○教師側の「５　教え方が工夫されている」「６　説明や話し方は分かりやすい」「７

　板書は見やすい」で８割以上の肯定結果となっている。例年の傾向も同様で、先生

方も授業の展開に工夫をしている様子が見て取れる。今後は観点別評価の充実と、生

 徒を主体的に参加させる授業の展開がさらに求められる。

 

○「４　ＩＣＴ機器の活用場面がある」については、教科の特性により差が多い結果に

なっている。２学期は６月の評価より若干上昇している傾向がみられる。今後、県を

はじめ全国的にＩＣＴを効果的に活用した授業が進んでいく傾向にある。教師側の教

財提示型の利用から、生徒たちが情報や意見を発信する双方向型での有効的な活用が

 今後の課題となる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 資料２

 【生徒】学校評価アンケートについて

 

○設問２０問中、１４問で満足度を示す肯定指標（・そう思う・だいたいそう思う）が 

 　昨年を上回ったが、５問で昨年を下回った。また、今年度の肯定指標平均は

 　「８５．６％」昨年度は「８４．０％」で若干上昇した。

 

○設問１「入学して良かった」、設問１５「学校行事や生徒会活動は充実している」、

設問１６「学校行事や生徒会活動に積極的に取り組んでいる」は上昇が大きい。昨年

度落ち込んでいた項目である。新型コロナウイルス感染症による行動制限が徐々に解

 除され、文化祭をはじめとする行事が実施されたことが大きいと考えられる。

 

○設問１０「私は校則や社会のルールを守っている。」、設問２０「校内美化、清掃に

取り組んでいる。」は肯定意見が高く生徒の社会規範意識が高いことがうかがえる。 

 

○設問１７「部活動は活発である」、設問１８「部活動に熱心に取り組んでいる」につ

いては、肯定率が減少或いは大きな変動はない。部活動に対する意識の変化があり、

加入率の減少が学年によってはみられる。部活動のあり方について学校規模と合わせ、

 今後検討の余地があると考えられる。

 

○設問９「先生方は生徒の悩みや相談に親身になって対応している」は昨年と同様だが、

 先生方のきめ細かな指導により生徒に肯定的にとらえられと考えらる。

 

○設問８「規律ある生徒を育てる生徒指導を行っている」はＤの数が多い。校則やルー

ルについてなぜ必要なのか、生徒が納得した形で作っていくという流れが定着してい

 たものと考えられる。

 

○「学校は感染防止対策に講じている」では、大きな変化はない。引き続き感染対策の

 適切な実施が必要である。

 

 

 

 

 

 

 



 資料３

 【保護者】学校評価アンケートについて

 

〇今年度の肯定指標平均は「７４．４％」であり、昨年度の「７１．９％」を若干上回

 った。

 

〇設問４「子どもを入学させて良かった」、設問５「子どもは学校生活に満足している」、

設問１５「学校は校内行事や生徒会活動が充実している」、設問１６「学校は地域や

保護者と連携を積極的に行っている」、設問１８の「学校は部活動が活発である」に

ついては大きく上回った。（設問１５、１６は昨年下回った。）生徒の評価と同様に

新型コロナウイルス感染症での行動制限が緩和され、部活動や行事が再開されてきた

 ことが要因に挙げられる。

 

○設問９「校則や社会のルールを遵守している」、設問１２「人間関係は良好である」

は肯定指標の数値が高く、保護者においても規範意識や対人関係を意識していること

 がうかがえる。

 

○設問３「地域や保護者に教育方針や教育活動の情報を積極的に伝えている」、　　　

設問１６「保護者や地域との連携を積極的に行っている」の指標について昨年度比上

昇しているが、全体の数値は低くなっている。校内行事や地域行事等が徐々に再開さ

れてきているが更に方法等について検証しなければならない。また、保護者をはじめ

とした地域への情報発信のあり方についても検討していく。発信の頻度や媒体（文書、

ホームページ、メール配信）の在り方、また、双方向での連絡などＩＣＴを活用した

 情報発信に努めていく必要がある。

 

○教育相談、進路指導の充実については昨年度比大きな変化はない。教育相談について

は生徒に寄り添った相談体制の充実。進路指導については職業指導をはじめとしたキ

ャリア教育含め、多様な進路ニーズに合わせた指導が求められる。 

 

○感染症対策（設問１７参照）については昨年度比減少しており、日常生活に近づける

ことにより、不安が増していることが考えられる。基本的な感染対策の取組の継続は

 必要であると考える。

 

 

 

 



 資料４

 【職員】学校評価アンケートについて

 

○肯定指標の平均値は、今年度「８２．８％」、昨年度「８６．４％」で、減少してい

る、設問１４「生徒は部活動に熱心に取り組んでいる。」の肯定的意見が減少してい

る。生徒や保護者の意見と違いがみられる。各部活動の生徒数や加入率の減少が関係

していると思われる。また、近年の部活動に対する生徒の意識の変化もあると思われ

 る。

 

○設問１１・１２・１３の「校則や社会のルールを守っている」「清掃等の美化活動」、

「学校行事・生徒会活動等」、生徒の活動項目について肯定的な数値は大きく、生徒

の規範意識、行事への参加意識は先生方も評価していることがわかる。高校生という

大人社会に向けて大事な時期であり、行事や体験活動の充実が求められている。感染

 対策に留意しながら計画を進めていきたい。

 

○設問１６・１７・１８・１９の「私は」で始まる職員の学習指導や生徒指導での質問

に対しては肯定評価が減少している。Ａの回答数が減少している項目が多い。職員の

士気の向上と充実感を高める方策を検証する必要がある。業務の平準化、風通しの良

 い職場づくりが今以上にに求められている。

 

○設問１５の「本校生徒の人間関係は良好である」も減少している。生徒保護者回答は

肯定的な回答が多かったが、細かな生徒の様子を見ているのでなないかと思われる。

生徒の小さな変化を読み取り、心の悩みやいじめに対し未然予防、早期対応ができる

 体制を確立させる必要がある。

 

○設問２２「本校は働き方改革に取り組んでいる」については昨年度比上昇している。

昨年度は大きく減少していた設問である。県からも重要課題として取り組くむように

求められている。更に学校全体の働き方の意識改革を進める必要がある。業務の効率

化（ICT の活用、ペーパーレス化、会議や委員会の精選等）を検討する。職員の心や

体の健康があってこそ職員が生徒により良い支援ができることにつながることと考え

 る。

 

 

 

 

 


